
昨年の暮から俄力Wこ漁業法の改正について国会で動きが活発

になってきたが、その内容そのものはわれわれ釣り人からみれ

ば異とするにあたらなし、少しばかり気になるのは、内水面の

魚協組が株式会社でも作れるようになったこと。

内水面漁協が疲弊しているのは事実だし、なんとかしなけれ

ばとさまざまな提案も行われてきたが、なかなかうまくいかな

かつた。別段、内水面の管理者が株式会社であっても、釣り人

としては何の関係もなし、むしろ、円滑に運営されてくれれば、

しかもきちんと漁業法を守ってくれれば何の問題もなV、 しか

し、時としてそれがうま

くいかず、たとえば名も

知らぬ外来魚がとある養

魚場で飼育されていると

いう例がみられたから、

この部分については厳し

いチェックが必要となる

のではない力、

もう一つ、これは南極海のクジラに関係する問題で、昨年暮

れからクジラの試験捕鯨に関して、欧米各国とのさまざまな革L

襲が聞こえてくる。そして、日本が国内試験結鯨から手を引く

する資料すら、誰も持ち

合わせていなかった。だ

から同じように基準をま

た作り変えればそれでい

いじゃないか、という論

理がこれからも通過して

いくようでは、国際社会の中に立つわが国としてはまことに困

る立場に陥っていくのではない力、将来的に見て、かなり為配

な状況ではある。
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末日 仁成

ことによつて、逆に外国に対する脅し

のような形までみせている気がするb

伝統文化を主張するのは悪くないし、

当然賛成である。

しかし、このような形で脅したり、脅

されたり、という経過がちらちらと見えるのは、す般国民にとつ

て決して輸決ではなし、

同じように、ごまかしの可能性が出てくるのがクロマグロのTA

Cに関する問題亀 これまで国内法によれ,式 TACという基準は

まことに形式だけで、関係する委員会の出庸者皆で同意のうえ

基準を設けてきたような気がする。また、そのTACの数字に関

釣 り場調査巡回の一
年☆☆台風で釣り場の救命用具カミ大被害☆☆

「常吉大橋西詰」や 「かもめ大橋付近」の釣り場でも、8月23

日の20号と9月4日21号の台風により大きな騰 がありましたが、

1月9日から12月22日まで延べ鏑回の釣り場調査と水質調査を26

回実施しました

台風の被害で、設置されてい

た救命ボックスが高波にさらわ

れたり、段差やブロック塀が倒

されたりして、立入禁止区域設

定となってしまった場所もあり

ました。この様な危険な場所に

も数日するとロープを切つたり

外したりして釣り人が立ち入つ

ていました。注意してもうなず

くだけで、場所移動していただ

けません。翌虎も同様で理解し

ていただけません。もちろんラ

イフジャケツトの着用もなく、

救命ボックスもありません。台

風拘 鞭 ゴミも放置されオ ・・

てきました これが釣り大の究伏づ境釜軌  ・ ・

ゴミ問題も解決するはずがありません。話をす

ると釣り人は皆いい人ばかりですが ・・・・

かもめ大橋付近での大型ゴミ・家庭の放置

ゴミ対策としてカメラが設置されました。10

月頃から稼働しています。大型 ・家庭ゴミの放置は少なくな

りましたが、釣り人が持参した仕掛けやエサのビニール袋、

飲まれた後のペットボトル等のゴミはきりがありませれ 今

年も波止のコンクリー ト上に、子からびたサバやフグが放置

されていたり、太刀魚

釣りの後が清掃されて

いないのが目についた
一年間でし亀

(報告 事 務局 物部)

・悲しくなっ
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平成30年度2回目の魚拓教室と安全講習会佃30-10/5)

南港魚釣 り園護岸で、平成 30年 度 2回 目の魚拓教室

と安全講習会を開催 しました。

魚拓教室は大変盛況で、子供たちが自分で釣ったイワシ

やコサバなどを持つて、魚拓作成の順番待ち。

待ち時間を利用 し図鑑

で釣れた魚の名前や特

徴、生息地域や漁獲量

などを子供たちと調べ

た り釣 りの話題で楽 し

く時間つぶ し、魚拓作

成の順番が来ると、イ

ンス トラクター の魚拓

ながら、開催場所の常吉大

橋下に到着 しました。

トラックで運び込 まれた

「チヌ」18,000尾の稚魚を、

参加ボランティアがバケツ

ジレーで協力船に運び込み、

ボーイスカウト達が自分の話をどこまで理解 してくれ

ているか、とても緊張しました。座学で話している時は、

うなずいてくれたりしていましたが、不安が大きくなっ

ています。昨年も講師をしたのですが、理解度テス トの

回答正解率が余 り良くなく、今年は話 し方を変えて行つ

たため持ち時間を少 しオーバしてしまいました。

インス トラクターになつて、人前で話すことの難 しさ、

理解 してくれるためにどのように話せば良いのかを学ぶ

ことになるとは思っていませんでしたが、とても新 しい

経験を毎年 しています。私達インス トラクターも勉強が

必要であり、忘れていた釣 りの

学習をすることで、釣 りに対す

る姿勢も変化 し新 しいことに挑

戦 しなくてはいけないことを実

感 しました。

2

作成に興味津々。魚拓が採れると、魚の名前 ・釣 り人各 ・

釣 り場所などを筆で子供たちが記入し魚拓の出来上がり、

保護者の方も子供との記念になると大喜び。

また、併せて実施 した安全指導では保護者に待ち時間

を利用 し、安全に釣 りを楽しんでいただけるよう、安全

対策 リーフレット見ていただきなが

ら安全講習会。

ライフジケットの重要性や素手で触

ると危険な魚、海での緊急連絡番号

の 「118」等を説明させていただき

ました。 (報告 辻 )

放流場所で、放流された稚魚は元気よく水面を泳ぎまわ

り、海底へと姿が見えなくなりました。

なお 「キジハタ」3400尾は4月17日,「 マコガレイ」500

0尾を6月12日に放流を実施 したとのことです。

(報告 事 務局 物 部)

第37回大阪湾稚魚放流事業に参力‖(H30-8/30)

今年で37回目になりました、日本釣振興会大阪府支部

主催の稚魚放流に協力。台風接近により予定日が一週間

延期 されたので、インス トラクターの参加者は当初5名

予定 していましたが3名に、稚魚放流に毎年参加 されて

いたボーイスカウトも夏休みが終了したので参加はなく

残念でした。

出島漁港に集合 し、昨年と同様クルージングを楽 しみ

日本ボーイスカウト大阪連盟なみはや地区釣り章講習考査会組30-9/23)

※※※※※平成30年度の釣り章合格者は27名※※※※※    実 釣では、毎年のことながら魚に触ることが初めてで、
戸惑つているボーイスカウトもいましたが、徐々にタオ

ルを使用 してつかめるようになりました。釣つた魚を自

宅へ持ち帰 リフライや天婦羅にして食べることで命の大

切さを理解 してもらいました。開会式では 「本 日体験 じ

た釣 りの楽しさを忘れないで、これからもボーイスカウ

トとして前進 してください。釣 りは頭の中で覚えるもの

ではなく体感する学習で、誰でも簡単に体験できるスポー

ツです。生きた魚を初めて触る人もいましたが、これか

ら生き物との触れ合いを多くして命の大切さを実感 して

ください」と講評 し無事終了しました。

(報告 東 劇)

JOF10SAKA



平成30年度 寝屋川市スポーツ少年団親子ふれあい釣り教室佃30-9/221

平成30年度の 「寝屋川市スポーツ少年団親子ふれあ

い釣 り教室」は、台風21号の影響により昨年開催 した繭

港魚釣 り園護岸が大被害を受けて休園となつてお り、開

催場所3か所を調査の結果、一番

近郊の舞洲緑地公園で開催となり

ました。

当日は薄曇 りで釣 りに適 した天

気でしたが、昼前には暑くなり不

※※※※※ 全 員笑顔 で閉会式  ※ ※※※※

今年も淡輸 ヨットハーバーで、バ ブアーフリー釣 り大

会を開催。主催のNPO法 人 「み ・らいず」からの協力

依頼により、参加者に安全に魚釣 りを楽しんでいただく

ため、インス トラクター10名が参加 しました。

保護者 5名 を含め、当日の釣 り教室は参加者が29名と

なり、その他、ボランティア、ヘルパーやインス トラク

ター等を含めると69名で昨年を大きく上回る人数 となり

ま した。釣 り教室では参加者1名にヘルパーとスタッフ

各 1名 、インス トラクターが参加者2名～3名を担当する

体制としました。また、安全に釣 りをするため、開会式

各自ライフジャケツ トを着用。慣れている子供も多くス

ムーズに着用していました。11時過ぎから釣 り開始、一

投 目からアジが2匹も釣れた子供もいましたが、数匹釣

れた後は、カタクチイワシの出番。皆カタクチイワシの

鱗を手や年にいつぱい付けて頑張 りました。帰る前にな

ると20数学
ンのサバが掛かりだし、釣果としてはや数チ

ンの

アジが全員に釣れ、大喜びの一 日でした。閉会式では保

護者からどうして食べたら良いのかなどの質問がインス

トラクターにあり、料理方法を説明する閉会式となりま

した。 また 、参

者 よ りお 礼 の言

もあ り、無 事 に

我 等 もな く終 了

た こ とが何 よ り

した。

(報告 川 鳴)

の後ライフジャケツ トを着

用していただき、教材の 「すきすきフィッシング」で、

危険な行為や直接触ってはいけない魚、釣 りの基本等を

説明。釣 り方はサビキ釣 りで、今年も開始と同時に 「ア

ジ」 「サバ」 「イワシ」等入れ食い状態が続き、釣 りの

楽しさを体感 していただき笑顔の絶え間がない 1日 とな

りました。閉会式の講評で

無事に終了したことの事び

を伝え、この 日の思い出が

いつまでも心に残るように

と話 しました。 (報告 辻 )

調を訴える子供もお り、スタッフやインス トラクターも

対応に大変でした。到着後、安全な釣 りをするためのマ

ナールールを勉強。その後、

親子ふれあい釣 り教室に参加 して (感想文 拓斗のお姉さん)

9月22日にわんぱくスクールの釣 り教室に参加 しました。まず注意事項や魚釣 りについての説明をイ

ンス トラクターの方から聞いた後、竿の準備を始めました。小学生の皆には少 し難 しい部分もありま

が、インス トラクターさんの丁寧な指導のお陰で皆すぐに年の用意ができました。

した

私は仕掛けを海に下ろしても中々魚を釣る事が出来なかつたのですが、1分もしない うちに小さなカタクチイワシを

数匹釣れている子もいて、とても驚きました。数時間経つとみんなも要領が分か り始め、イフシだけでなくアジや

サバも釣れ始めました。私はサバを4匹、アジを3匹釣つたのですが、特にサバは引きが強く釣 り上げるまでに腕が

とても疲れました。釣 り場では他の釣 り客も大勢いて、コミュニケーションが取れた

ので、よリー層釣 りが楽 しくなりました。6～7時間も釣つたのでかなり多くの魚が手

に入 り、一緒に行つた弟や家族の分を合わせると食べきれないほど大漁でした。帰宅

して釣つた魚をフライや南蛮漬け、煮物など様々な調理をして無駄なく家族みんなで

美味しく食べました。 今 回の魚釣 り教室は、魚釣 りは釣ることの楽しさだけでなく、

食べ物 として命をいただく事への感謝や有 り難みを考える良い機会にな りました。 こ

の経験を生かして食べ物をより大切にしていきたいと思いました。

第18団み・らいずバ)アフリー釣り教室佃30-抑れ鋤



H劇目胸障
R日本ボーイスカウト大阪連盟かわち地区釣り章考査会佃30-10/21)

昨年は南海電車の台風被害で実施出来なかつたが、今

年は10月21日(日)に淡輪町立公民館で、リーダーを含め

27名が受講 し、座学と淡輪漁港での実釣を計画通 り実施

出来ま した。座学では、9時40分から 「釣 りの基本 ・安

全確保 ・ルールやマナー ・つ りの楽 しさを知る」から始

ま り、最後は 「釣 りの仕掛

け実習」で終わ りま した。

今年 も仕掛 け実習では一生

懸命取 り組んでいま したが

なかなか難 しいようでした。

座学が終わると昼食の休憩ですが 「釣 り章の試験」が13

時から開始されるので、伸闘たちと出題について話し合っ

たり、教科書を確認 しているボーイスカウトもいました。

60点以上をとらないと淡輪港の実釣に進むことが出来ま

せん。

試験では、再確認 して提出するボーイスカウトもいま

したが、全員合格 し実釣へ進み何よりでした。

漁港に到着すると班別になり、ライフジャケツ ト着用の

相互確認。学習どお りの安全

な釣 りが出来る

ようにインス トラクターか

ら危険な魚などを再度説明

し、実釣が開始されました。20革ン前後のマイワシが回遊

していたので、入れ食い状態が初めから最後まで続き、

持ち帰 り用の氷等が足らなくなつてきたので、責任者 と

相談し、予定時間を早めて終了することにしました。

最初はマイワシに触る事の出来なかったボーイスカウト

達に、生き物の命の大切さを説明し、素手で触 り針から

外すこと、また今娩帰つて料理 し食べることを約束 して

もらいました。ボーイスカウト達との対話から、海や魚

の自然環境保護をどの様に感 じているかなどを知ること

が出来、楽しい一日を過ごせたことにインス トラクター

の事びを感 じました。閉会式では 「いつぱい魚の命をい

ただいて有難いことです。皆さんも魚に感謝 してくださ

い。また、ボーイスカウトとして自然との対話が魚をと

おしてより進められるよう頑張つてください。これから

も釣 りを楽しんでください。」と講評 し終了しました。

(報告 西 谷)

際ボいイス"賊 阪連盟被方郷団カプスル剛 教室剛

寝屋川市スポーツ少年団親子ふれあい釣 り教室に参加

されていた保護者から、枚方のカブスカウトで釣 り大会

開催を予定したが 「釣 り竿や リール等の準備」や 「指導

者」がいないので開催出来なかった。責任者に話すので

協力 してほしいとの要請がありました。後 日、枚方カブ

スカウト第二団の隊長から電話があり打合せを実施 しま

した。JOFI大阪で実施 している事業等を話 し、計画書で

協力出来る部分の説明と実際に必要な準備物などをお伝

えしました。また、参加者は小学生の低学年が対象で、

特に開催場所は電車やバスを乗 り継いで現地へ行くので、

近郊で願いたいとの要望により、大阪湾北港舞沙H緑地公

園で開催することになりました。柵が無いことと救命ボノ

クスが台風被害で使用できないので、浮き輸とロープを

準備 してくださいとのお願いをして、開催することとし

ました。開催 日は、13名の子供達とスタッフ9名(保護者

を含む)の参如者で、天候

も朝方は少 し寒かつたが釣

り田和、現地には多くの釣

り人が来ていました。 しか

し、釣 り人には釣れる気配

はなく、協カインス トラク

4

ター全員心配にな り事前調査のため釣 りを

始めましたが釣れませんでした。カブスカ

ウトの子供達は30分も早く現地に到着 した

との連絡があり、急いでバス停留所まで迎えに行きまし

た。早速 「すきすきフィッシング」で釣りの安全やマナー

を説明しライフジャケットを着用。釣りを始めましたが、

意外なことに、すぐにイワシが釣れ喜びの声が上がりま

した。イワシの次はサ ヨリ、チャリコ

そ して最後にはサバまで釣れて、皆が

楽しんでいる間に2時間が経過 してしま

いました。また、途中で保護者2名の飛

び入 りがあ り、子供 と釣 りを始められ

たりしたので盛 り上が り、釣れるた

びに歓声が上がりました。12時近く

なったので、休憩と昼食の時闘とし



ましたが、食べるとすぐに釣 り竿を握つているカブスカ

ウトと保護者もお られました。

しかし、食事を済ませて少 しすると、天候の状況

が悪 くなり自波も多くなつてきたので、釣 り場を

皆で清掃 して13時 30分頃に終了としました。

(報告 室 井)

1未1阪会易ir棋!球ヤ|シ|ア|力!|デ:ミ!持,掛鋳縮絞!で1開催

全 日本釣 り団体協議会が西 日本の釣 り人を対象に募集

し、南は九州福岡県や中国地方の広島県、東は愛知県や

富出県 ・近畿地方などから応募された受講生併せて16名

で、平成30年度の公認インス トラクター講習会と試験を、

農林水産庁漁業調整課釣 り人専門官に講師として来阪い

ただき開催。私達」OFI大阪の会員も15日(土)11名、16日

(日)9名が、講師 ・直接や受付などに協力。主催元の一

般社固法人全 日本釣 り団体協議会専務理事で、」OFI大阪

の副代表でもある綿井良隆氏から換拶と 「インス トラク

ターの心得と釣 り総論 ・指導要綱」の講義、続いて全釣

り揚副会長でJOFI大阪代表の爽田仁成講師が 「釣 り総論

と文化」の内容で、基本的な釣 り具の生い立ちと、最近

漁業関係の人達や波止近くで生活されている方から聞題

提起されている諸問題を、受講者 との対話をしながら講

義。休憩後 「釣 り具の知識」をJOFI大阪事務局長物部胤

三講師から、釣 りの六物を基本とした釣 り具の歴史につ

いて、昼食休憩時間には、恒例となりました先輩釣 リイ

ンス トラクター達の協力で、実

技に出題 されそ うな課題につい

て補 習講習 、受

講者 は熱 心 に釣

と糸で内掛 け結

び等 を補習 され

ていました。

午後の授業は、林水産庁漁業調整課釣

り人専門官の川上賢治氏から、釣 り人が苦手としている

「漁業法など遊漁に関する法令と漁業調整規則の知識」

を2時 間かけて説明、最後に受講者からの質問も多くあ

り時間一杯 となり終了。 「内水面の釣 り」と題 して、渓

流や清流などの流水域での釣 りと湖や管理池などの止水

域での釣 りを、和歌出県から講師として来くれたJOFI大

阪中央支部所属の東野英治フィッシングマスターが体験

談、特に鮎の友釣 りに関しては受講生を魅了。第
一日目

の最後の授業は、 「釣 りと自然環境の問題」について、

JOFI奈良代表窪悟氏の現在の水辺環境保護等をどの様に

考え、釣 リインス トラクターとして何が必要かについて

講義、一 日目の講習会を終了。 二 日目の午前中は 「海

釣 りの概論」と題 して、JOFI大阪監査役の辻哲男フィン

シングマスターが、波止釣 りや船釣 り、投げ釣 りをどの

様に初心者指導をしているのかを、プロジェクターを活

用 し自分の経験から習得 した知識を分かり易く話 してい

ました。 「気象 ・海象の危険回避と釣 りに関連する諮問

題」と題 して、釣 りに関する大雨の増水による危険性や

揚れた人を助けるために、釣 リインス トラクターはどの

ように行動するのかを、策田仁成講

師が講義。昼食後、一時間の筆記試

験や論文試験を受け、 最 終の実技

と面接試験も全員が無事に終了され

ました。 (報 告 事務局 物 部)
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相原市教育委員会の主催で 「青少年つ り入F嘱講座」が

開催 され支援協力 しました。前期15名と後期20名、35名

の参加者があり、それぞれ3日闘で 「釣 りの道具を知ろ

う」から始まり 「波止釣 り」はどデオを皆で鑑賞 し 「仕

掛けやえさの基本」を学習。 「ルアーとフライ釣 り」で

手作 リルアーに挑戦。又 「魚の種類どをミニ図鑑で特徴

を学習、 「ウキを作成」し 「海や川 ・池 ・湖での釣り方」

岳ルール ・マナー」を参加者全員で話 し合いました。最

後はキャステ ィグの

実習 を市役所横の河

原で体験 して もらい

ましたが、今年は台

風の接近も多くあり、暴風雨警報が発令され順延になつ

たりし貴重な体験ができた講習会でした。実技講習会は

10月7日 (日)、今年 も千早川マス釣 り場で実施 し、ファ

ミジー参加者を含め45名で行いました。当日は、天候と

釣果にも恵まれて大声が闘こえる楽 しい一 日を過ごして

おられました。昼食は、持参された弁当とインス トラク

ターが豚汁を作 り参加者に食べていただきました。子供

達が釣 りに興味を持って、これからも釣 りのルール ・マ

ナーを守 り、釣 りの文化を次

の世代まで引き継いでくれる

ことを念願 して講習会を終了

しました。

(報告 中 野)



大阪南港魚釣り園護岸の釣り初心者への支援
台風韻 K盟 韻 汰盤E

平成30年度も初心者釣 り支援を、4月1日(日)か ら開始 し

5月の連体と夏体みに入 り、多い日には350人以上のファ

ミリーが宋園 され楽 しまれて

いま した。私達インス トラク

ターも、来園者 と釣 りの自慢

話をしなが ら会話を楽 しみま

した。

特に子供たちには積極的に話 しかけ、

釣 りの怖 さやライフジャケッ トが何

故いるか危険な魚などを説明 し、釣

りを楽 しんでもらつていましたが、

大阪府全域に被害をもたらした台風2

0号と21号により、魚釣 り園護岸も売

店や釣 り場の崩壊などがあ り、現在

も休園が続いています。 (報告 物 部)

太刀魚研修会に参加 して

11月17日 (土)大 阪府谷川港のいずみ丸さんにお世話になり、

JOFI大阪ファミリー第2回タチツオ釣 り研修会に参加 しました。

当初雨の予報でしたが、雨が降ること無く後半はお天気に恵まれました。

大阪湾のタチウオは連 日好調とい う事で期待をしていざ出船。洲本沖に到着 しました。

釣 り開始から皆さんに好調に当たりがありました。小型が多い中でも、メーター越えを釣る方もおられました。

私はタチウオテンヤにイワシをつけるシンプルな仕掛けでしたが、テンヤの上の同付き 1本針にサンマを付け

ている方には、ダブルヒットもありました。誘い方は色々ありますが、この日は底から20メー トル付近でよく当

たりましたので、底からただ巻きやス トップアン ドゴーで誘いをかけました。早巻きの方が当たりがあるようで

したが、底付近でステイさせて大きいサイズを釣 り上げる方もおられたので、

槻や誘い方を試行錯誤 しながら結局型の良かつたサイズはフォールで釣れた104

cmでした。残念ながらドラゴンにはお 目にかかれなかつたですが、自分なりに

色々と考えながら釣るのも楽 しみの 1つ です。JOFI大阪大阪の中で最大のサイ

ズは115cmをつられた三木さんでした。おめでとうございます。
一人平均25匹位

と楽 しい一 日となりました。 (報告 佐 藤 和 美)

台風20号(8月23日)と21号(9月4日)による大阪南港魚釣り園護岸被害状況

大阪府金域に被害をもたらした8月23日(本)の台風20

号と最大瞬聞風速58。1行の9月4日(火)21号により、魚釣

り園護岸も売店や釣 り場の崩壊な

どがあり休園となり現在も継続さ

れています。

私達の基盤であつた魚釣 り園護

岸に釣具等の備品を保管 していま

したが、大きな被害が発生 し、ラ

イフジャケツ トの流失や竿や リー

ルなどは海水を被ってしまいました。26日(日)に協力で

きるインス トラクターや一般支援者13名に集合してもら

い、竿や リール、

ライ フジャケツ ト

等 を壊れた倉庫か

ら出 し水道水 で洗

い流 しま したが、

平成26年度以前の

会計帳票類や封衛

6

ヤま全て廃案 しなくてはいけませんでした。

水洗いを行い乾燥させた釣 り具備品は、各インス トラク

ターに自宅で保管してもらうこととしましたが、これか

ら開催される事業等に影響が最小限になるよう配慮 し、

保管してもらいまた。

その後、9月4日の21号(火)によ

り、売店等が壊滅的な打撃を受

け体園を余儀なくされて しまい

ました。大阪市港湾局や大学な

どから被害状況を ドローンを使用して調査をされたりし

ていました。 しかし、私達の基盤 となっていた場所が無

くなり、備品の保管場所を探 していますが良い保管場所

が無 く、一部の会

員 に ご迷惑 をかけ

てい る状況が続 い

ています。

早 く対処 したいの

ですが ・・・

(報告 事 務局)
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